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母の場合ですが、私はむくみをずっと気にしていました。面会のたびに聞き、
大丈夫ですと言われていました。検診で心臓が弱っている。次の日に入院は
本当に驚きました。もう少し早く、救急車に乗る前に体調の異変に気づくような
改善を求めます。

先日、薬剤の容量以上の投与があったという報告を受けました。幸い容態に変
化はありませんでしたが、再発防止の徹底を望みます。ご報告をすぐにいただ
いたことは感謝しておりますが、事後報告で本人に会えない分不安でした。

ヘルパーさん達との連携で本人や家族が希望している人に積極的に働きかけ
てもらえると助かります。 各課連携し、ご本人に適した日々の機能訓練を出来るよう今後も努めていきます。

特に変化があった時は適時報告をいただいていますが、今後もお願いします。

歩行訓練とか計画に入れていただきありがたいです。外部のマッサージも週２
回でお願いしていますので、そちらも宜しくお願いします。

最後の時まで自分の足でトイレに行ければいいと思います。

今後もご家族様のご要望に沿った計画・日々の対応等を行って参ります。何かござい
ましたら遠慮なくご連絡下さい。

看護師さんとはまだお会いしていないのでわかりません。

どのような部分に改善が必要でしょうか？

どのような部分に改善が必要でしょうか？

健康状態の説明はなかったと思う。月に一回か３ヶ月に一回でも良いので書面
か口頭等で説明してもらえるとありがたい。

満足しております。本人の希望通りにしてくださっていると思います。（運動がも
ともと好きでないのです。）

コロナが落ち着いたらどのように機能訓練指導を行なっているか見学させて欲
しいです。

移動能力の維持のために、活動性に注目し日々の移動プラス少し散歩と称して歩行
練習が行っております。

身体機能に着目するのではなく、日々の会話等のコミュニケーションも重要であると考
えています。今後も顔を見るだけで安心と思って頂けるようコミュニケーションを増やし
ていければと思います。

人によって症状の説明が違うことがあった。（一般職員の方も）

個別対応は限界があると思うので、ユニットごと、全体で・・・とう楽しみながら毎
日の生活で参加できるレクや体操の機会を充実

看取りに入っているので、無理なく。できそうになければ、その都度に合わせて
お願いします。

満足しています。

時間に制限があるのは承知ですが、できるだけ身体を動かす機会を作って欲
しいです。 基本的に毎日、その方の身体機能に合った生活リハビリの提供をしております。また

活動性の担保という側面でも、訪問マッサージの導入も検討して頂けると幸いです。

母がお世話になっております。計画書いつもありがとうございます。

高齢なので劇的な機能向上は期待できないと思います。なので短期計画の目
標として、より具体的な目標を掲げていただけるといいと思います。例えば「一
人で居室からリビングまで歩けるようにする」とか。

引き続きご本人の状態に合わせた生活リハビリ、機能訓練を提供していきます。

以前、機能訓練見学会というものを開催しました。感染状況等のリスクも含めて今後検
討していければと思います。

ありがとうございます。今後もより一層対応力の向上に努めていきます。

ありがとうございます。今後もより一層対応力の向上に努めて参ります。

今後もご入居者様の変化の察知を徹底していき、適宜の報告を行っていきます。

入居者様の外出制限の緩和とともに、敷地内の外周散歩などを再開していきます。

毎日、食事前に機能訓練課が作成した体操DVD（上半身、下半身、口腔）を他利用
者様と一緒に実施して頂いております。

運動に消極的な方でも、日々の生活に必要な動作は少なからずありますので、日常
生活の中で行える動作のなかでできることを工夫して行っております。

機能訓練指導員に対してご希望、ご要望、その他お話しされる事がありまし
たら教えてください。

ご本人に合ったタイミングで介入を行い、自分で行えることはできるかぎり行って頂くこ
とを目標に介入させて頂ければと思います。

特養という性質上、身体機能向上は困難なケースが多く見られます。よってご利用者
様が今できていることを継続して行えるよう介助方法や生活リハビリの内容、目標を設
定しております。計画書の目標に関しましては、より具体的に分かりやすく記載できる
よう努めてまいります。

個別機能訓練計画書内の「個別機能訓練の実施による変化」にて、前回更新月から
の変化点を記載しているため身体機能の様子等参考にして頂ければと思います。

機能訓練は辛かったり退屈だったりします。少しでも利用者のやる気を引き出
していただけたら幸いです。

きちんと対応していただいていると思う。

外に出て散歩（歩行訓練）ができるといいなと思います。

今もされていると思いますが、変わらずたくさん話しかけてください。

入居者様一人ひとりの健康管理については、看護師をはじめ介護職や嘱託医との情
報共有や報告・連絡・相談の徹底に取り組んでいます。クリニックの看護師などの関係
者とは、LINEですぐに情報共有ができるような体制をとっています。
今後は入居者様の変化や予兆に対して連絡をより一層徹底して、入居者様が安心し
て日常生活が送れるよう支援に取り組んでいきます。

看護課は、感染症対策委員会・褥瘡対策委員会を毎月開催しており、季節性の感染
症の情報共有や予防対策の指導を行うほか、褥瘡対策について状況に応じた報告
や進捗情報の共有を行っています。本年度は、看護課が講師となり感染症対策研修
を実施して、感染経路別の予防策を施設職員へ指導しました。
今後は、看護課内での勉強会の定期的な開催のほか、必要な内外の研修への参加
により、看護師一人ひとりの知識やスキルの幅を広げて、看護課としての対応力の向
上を目指していきます。

聞いたことがありませんが・・・

適切かどうかわからないので・・・全てにおいて完璧ということはないと思います
ので・・・普通にチェックさせていただきました。
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